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retrospective cohort studyを行なった。「アジア自己免疫性膵炎診断基準」を満たす 108
名の AIP患者について、①癌の罹患率、②癌の標準化罹患率 (全国の罹患率との比)、③
AIPと癌の診断の時間関係、④癌合併 AIPの臨床像、⑤癌合併 AIPにおける癌治療と AIP
再燃との関係について検討した。 
①108名のAIP患者のなかに、15名18の癌（胃癌 7、肺癌 3、Non-Hodgkin リンパ腫 2、















一年以内に最もリスクが高いこと、（ⅱ）癌合併 AIP と非合併 AIP 臨床像が異なること、













瘍合併の標準化罹患率は 6.1（95％ CI 2.3-9.9）とさらに高かった。また、悪性腫瘍の








したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成 27年 1 月 15日実施の論文内容とそれに関連した試問
を受け、合格と認められたものである。 
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